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「目黒めいすい広場」は、明るい選挙推進委員の情報交換や選挙に関する情報提供を目的に、

年２回発行しています。今号では、推進委員全体会、新任研修会、７月執行の参院選、教育機

関と連携した主権者教育等についてお知らせいたします。明るい選挙推進活動の際にご活用

ください。 

令和４年４月２２日（金）、中目黒住区センターにて、「明る

い選挙推進委員全体会」を３年ぶりに開催しました。令和４・

５年度の新たな任期が始まるにあたり、明るい選挙推進委

員の委嘱を行いました。委嘱式では、推進委員を代表して、

淺海一夫委員に委嘱書を交付しました。令和４・５年度の明

るい選挙推進委員は計１１４名になります。 

また、昨年度をもって退任された推進委員のうち、永年に

わたり積極的に啓発活動に従事していただいた１２名のかた

に、感謝状と記念品を贈呈しました。 

事務局からは、令和３年度啓発等事業報告、令和４年度啓

発等事業計画について説明を行いました。 

その後、地区ごとに分かれ、各地区の明るい選挙推進協議

会委員（次ページで紹介しています。）の選出を行いました。  

当日は、５６名のかたが出席されました。お忙しい中あり

がとうございました。みなさま、２年の任期の間、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

令和４年５月１７日（火）、令和４・５年度の目黒区明るい選

挙推進委員を委嘱したかたのうち、令和２・３年度及び今年

度から新たに明るい選挙推進委員となられたみなさまを対

象に新任研修会を開催しました。 

当日は、２６名の推進委員が参加し、選挙制度の基礎知識

や明るい選挙推進運動と明るい選挙推進委員の活動につい

て、写真やスライドを使いながら研修を行いました。 

 

 



 

明るい選挙推進協議会の委員は以下のとおりです。（敬称略） 

 

 

明るい選挙推進協議会では、明るい選挙（※）をより推進していくため、年に４回の会議を行

っています。会議では、明るい選挙推進のための方針・事業計画について意見を出しあい、こ

れらに基づいて各種の啓発活動を選挙管理委員会と共催して実施しています。 

 

※「明るい選挙」とは、有権者が主権者としての自覚を持って進んで投票に参加し、選挙が

公正に行われ、私たちの意思が正しく政治に反映される選挙のことです。 

 

 

令和４年７月１０日（日）に第２６回参議院議員選挙を執行

しました。 

目黒区の投票率は５８．９９％で、前回（令和元年）と比較

すると６ポイント以上上がる結果となり、東京都全体の投票

率も５６．５５％で前回から約５ポイント上がりました。 

今回も引き続き感染症対策として、記載台の消毒や、アク

リルパネルの設置などを行い、有権者のかたに安心して投

票に来ていただける環境づくりを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 松田 庄平 東部地区 

委 員 

磯田 和美 
北部地区 

副会長 井上 正和 選挙管理委員会委員長 鈴木 清春 

委 員 

 

石橋 仁之 同職務代理 和田 タケ子 東部地区 

二ノ宮 啓吉 選挙管理委員 須藤 三世士 
中央地区 

中島 みち子 選挙管理委員 三浦 京子 

今井 礼子 同補充員 稲村 とし子 
南部地区 

秋山 正夫 同補充員 杉浦 藤枝 

福岡 りさ 同補充員 中村 千賀子 
西部地区 

深山 キクエ 同補充員 深谷 純一 

▲ 記載台を消毒する職員           ▲ 消毒済のえんぴつ        ▲ しおり型になった投票済証 

 



会 長 三 浦  京 子 中央地区 

委 員 

鈴 木  清 春 
北部地区 

副会長 宮 沢  信 夫 選挙管理委員会委員長  野 澤  英 隆 

委 員 

服 部  尚 彦 同職務代理 伊 勢  光 雄 
東部地区 

中島  みち子 選挙管理委員 松 田  庄 平 

石 橋  仁 之 選挙管理委員 長谷川  くみえ 中央地区 

増 田 勝 美 同補充員 稲 村  と し 子 
南部地区 

秋 山 正 夫 同補充員 西 嶋  邦 夫 

牧 野 武 夫 同補充員 岩 井  和 子 

西部地区 田 中 知 子 同補充員 豊 田  恭 子 

 横 山  喜 久 

 

令和４年４月１３日（水）に都立目黒高校で出前授業を実施しま

した。３年生２２５人を対象に「学生団体ivote
ア イ ヴ ォ ー ト

」（※若者と政治の

キョリを近づけることを活動目標とした学生団体）と連携し、選

挙に行く意味や一票の大切さについて、講義を行いました。 

生徒からのアンケートでは、「実際に投票したり、選挙のきまり

ごとを学べて、選挙を身近に感じられた。」、「自分の意見を反映

するためにも、選挙に参加することはおおきな意義があると思

う。」といった感想をいただきました。 

生徒からの意見を踏まえ、さらにわかりやすい講義ができる

よう、今後も努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年９月から１０月にかけて、区立中学校（９校）の生徒会役員選挙に本物の投票資機材

（投票箱等）を貸し出し、うち７校においてミニ出前講座を行いました。 

昨年度は、令和３年１０月３１日に執行された衆議院議員選挙の準備のため、機材の貸し出

しと事前に収録をした出前講座のムービー提供となりましたが、今年は各学校に職員が赴き

講義を実施することができました。 

近隣の施設が投票所であることを知ったり、実際に使用している機材を用いて投票を行う

ことで、選挙を少しでも身近に感じてもらえたのではないでしょうか。 

 

 

 

 

▲ クイズに参加する生徒                 ▲意見交換をする生徒 

 

◀  

 

 

▲用紙交付機の使い方を生徒にレクチャー            ▲スライドを使ったミニ出前講座 

 

 

本
物
の
機
材
で
模
擬
投
票 



今年も数多くの応募（４８４点）があり、令和４年９月９

日（金）にポスターコンクール審査会を行い、入選作品が

決まりました。 

今回は東部地区の石濃ひろ子委員と西部地区の北岡

和子委員に、小学校図工教諭や中学校美術教諭ととも

に、審査に参加していただきました。 

入選作品は、今後カレンダーや選挙啓発品などに活

用されます。また、１月にはポスターコンクール展示会を

予定しています。 

（展示会の様子はめいすい広場第 17号に掲載予定） 

 

令和４年７月１０日執行の参議院議員選挙で

は、ＬＩＮＥを用いた選挙の啓発を初めて実施しま

した。 

目黒区の公式アカウントを友だち登録（アカウ

ントをフォロー）することで区の情報をＬＩＮＥを

通じて得ることができます。 

通知の画像から直接、参議院議員選挙の特設

ページに遷移することで選挙情報を得やすいよ

うにしました。 

また、ＬＩＮＥ以外にもＴｗｉｔｔｅｒやホームページ

上でも選挙情報を発信しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月に実施した参議院議員選挙においては、１８日間という長い選挙期間のなか、明るい選

挙推進委員のみなさまには多大なるご協力をいただきまして、誠にありがとうございました。 

啓発活動においても、新型コロナウイルス感染症の影響でなかなか従来のように街頭啓発

や地域イベントでの啓発等ができない状況が続いておりますが、引き続き工夫した啓発活動

に取り組んでまいります。今後とも明るい選挙推進運動へのご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。                                    

目黒区選挙管理委員会事務局 

◀ Twitter の発信内容 

 

 

▲ LINE の発信内容 

編集後記 

▲ 目黒区最優秀賞 

 舘野 仁さんの作品 

（洗足学園小学校４年） 

▲ 審査をする北岡委員

（左）と石濃委員（右） 

 


